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平成 19 年 12 月期  第１四半期財務・業績の概況（非連結） 

                                  平成 19 年 5月 10 日    

会社名 チムニー株式会社 （JASDAQ・コード番号：3362） 

（ＵＲＬ http://www.chimney.co.jp ）   

問合せ先 代表者役職 氏名 代表取締役社長    和泉 学 ＴＥＬ：（03）3626－2341（代表）

          責任者役職 氏名 常務取締役財経本部長 山口 実 
 
１． 四半期財務情報の作成等に係る事項 
 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
   税金費用の計上基準 
   法定実効税率をベースとした見積実効税率にて計上しております。 
② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
 
２．平成 19 年 12 月期第１四半期財務・業績の概況（平成 19 年１月１日 ～ 平成 19 年３月 31 日） 
 
（１）経営成績の進捗状況       

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％

19 年 12 月期第 1四半期 7,842 (30.4) 818 (52.2) 829 (49.5) 458 (61.3)

18 年 12 月期第 1四半期  6,011 (35.0)    537 (66.2)    555  (74.9)  284  (62.3)

(参考)18 年 12 月期 28,076    2,229    2,310     1,184    

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

円     銭 円    銭

19 年 12 月期第 1四半期 55  26  －  － 

18 年 12 月期第 1四半期 34  26  －  － 

(参考)18 年 12 月期 142  68  －  － 

 (注) １ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２ 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

３ 平成 18 年２月 20 日をもって普通株式 1株を２株に分割しております。 

４ 平成 18 年 12 月期第１四半期の１株当たり情報は、株式分割後の株式数により算出しております。 

５ 平成 18年 12月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は潜在株式がないため記載しており

ません。また、平成 19 年 12 月期第１四半期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

 

［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

第１四半期の売上高につきましては、直営店舗数の増加に伴い直営事業本部を東西に分割することで、

店舗への指示、指導がより細かくできるようになり、計画を上回る既存店売上前年同期比 98.6％を達成

することができました。また、直営店新規出店におきましては、北海道に直営１号店目となる｢はなの舞｣

琴似店を開店、東京都新宿区歌舞伎町に新宿地区３店目となる｢はなの舞｣歌舞伎町ハイジア店の開店をは

じめ、当四半期に｢はなの舞｣を８店舗、昨年から実験展開を開始しております、和のファーストカジュア

ル形態のとんかつ｢豚夢創家｣を３店舗開店いたしました。当四半期末におきまして、直営店は 184 店舗と

なり、直営店全店では売上前年同期比 132.6％で推移しております。 

食材供給部門におきましては、前期末からＦＣ店舗が３店舗増加したこと等により、食材供給部門の売
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上前年同期比は、126.5％となりました。 

ＦＣ部門におきましては、当四半期のＦＣ店の新規出店は３店舗、建売システムによる直営店からの転

換が５店舗あったこと等により、売上前年同期比 112.2％となりました。 

以上の結果より、第１四半期の業績は、売上高 7,842 百万円（前年同期比 30.4％増）、営業利益 818 百

万円、（前年同期比 52.2％増）、経常利益 829 百万円（前年同期比 49.5％増）、第１四半期純利益 458 百万

円（前年同期比 61.3％増）となりました。  

 

 

 

（２）財政状態の変動状況 
 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円    銭

19 年 12 月期第 1四半期 16,051  5,362  33.4   646  04 

18 年 12 月期第 1四半期 11,796  4,086  34.6   492  35 

(参考)18 年 12 月期 17,263  4,944  28.6   595  77 

 

【キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年 12 月期第 1四半期 258  △842  △900   3,811  

18 年 12 月期第 1四半期 △673  △481  △322   2,826  

(参考)18 年 12 月期 4,228  △2,078  △1,158   5,295  

(注) １ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２ 平成 18 年２月 20 日をもって普通株式 1株を２株に分割しております。 

３ 平成 18 年 12 月期第１四半期の１株当たり情報は、株式分割後の株式数により算出しております。 

 

 

［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

 ①財政状態の変動状況 

財政状態につきましては、総資産が 16,051 百万円となり前期末と比較し、1,211 百万円減少いたしま

した。減少の主な内容として、短期借入金の返済、買掛金および未払金の減少、税金の支払等により、現

金及び預金が 1,480 百万円減少したこと、増加の主な内容として、店舗の出店等に伴う有形固定資産の増

加が 203 百万円、差入敷金保証金の増加が 257 百万円あったこと等によります。 

負債におきましては、買掛金の減少が 277 百万円、未払金の減少が 462 百万円、短期借入金の返済を

500 百万円行ったこと等により、前期末より 1,629 百万円減少し、10,689 百万円となりました。 

純資産におきましては、第1四半期の純利益による458百万円の増加と配当金41百万円の支払により、

前期末より 417 百万円増加し、5,362 百万円となりました。 

 ②キャッシュ・フローの変動状況 

  現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）の第１四半期末残高は 3,811 百万円となりました。 

  営業活動によるキャッシュ・フローでは、税引前第１四半期純利益が 815 百万円、減価償却費が 287 百

万円あった一方で、仕入債務が 277 百万円、未払金が 245 百万円減少したこと、法人税等の支払による支

出が 633 百万円あったこと等により、258 百万円の増加となりました。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出が 556 百万円、新規出店に伴う保証

金の差入による支出が 295 百万円あったこと等により、842 百万円の減少となりました。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入の返済が 500 百万円、割賦債務の返済 328 百万円の支

出があったこと等により、900 百万円の減少となりました。 
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[参  考] 
 
平成 19 年 12 月期の業績予想（平成 19 年１月１日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

中  間  期 15,900    1,320    660    

通     期 34,000  2,700  1,350  

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  152 円 35 銭 
 
(注) (参考)１株当たり予想当期純利益(通期)につきましては、平成 19 年４月 20 日に新株式を 80 万株発行している

ため、その発行株式数を考慮して算出しております。 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

 当四半期終了時点(平成19年３月31日)におきまして、新規出店数はほぼ計画通りに推移しております。 
売上につきましては、ほぼ計画通りに推移いたしました。経常利益、純利益につきましては、当四半期

の改装予定店舗を第２四半期に移行させたことにより費用計上が少なかったこと、各店舗における細かい
指導が行き届き経費コントロールが徹底されたこと等により計画より上方で推移いたしました。 
今後におきましては、全社的な販売促進計画の見直しによる各費用の削減と、各店舗および本社内の経

費コントロールの徹底を継続していくことで利益改善が見込まれております。また当初の計画の通り、内
部統制制度への対応の費用の発生と、システム投資が予定されております。 
上記を踏まえまして予想推移を検討した結果、平成 19 年２月９日に公表いたしました業績予想を、上

記のように上方修正いたします。 
 

  上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要
因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後、様々な要因によって
大きく異なる結果となる可能性があります。 
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〔添付資料〕 

１．（要約）第 1四半期貸借対照表                       （単位：百万円） 

当四半期 
(平成 19 年 12 月期 

第１四半期末)  

前四半期 
(平成 18 年 12 月期 

第１四半期末) 
増減 

（参考） 

平成 18 年 12 月期 科  目 

金  額 構成比(%) 金  額 構成比(%) 金  額 金  額 構成比(%)

（資産の部）    
Ⅰ 流動資産    
１現金及び預金 3,873 2,877  5,354 
２売掛金 208 148  218 
３ＦＣ債権 178 156  176 
４たな卸資産 134 107  164 
５その他 712 796  859 
貸倒引当金 △27 △60  △30 

流動資産合計 5,079 31.6 4,025 34.1 1,053 6,743 39.1

Ⅱ 固定資産    
１有形固定資産 6,125 38.2 3,852 32.7  5,922 34.3

（１）建物 5,530 3,550  5,355 
（２）その他 595 302  567 
２無形固定資産 152 1.0 145 1.2  149 0.8
３投資その他の資産 4,693 29.2 3,772 32.0  4,448 25.8

（１）差入敷金保証金 4,305 3,427  4,047 
（２）その他 388 344  401 
 貸倒引当金 － －  － 
固定資産合計 10,972 68.4 7,770 65.9 3,201 10,520 60.9

  資産合計 16,051 100.0 11,796 100.0 4,255 17,263 100.0
（負債の部）    
Ⅰ 流動負債    
１買掛金 2,089 983  2,367 

 ２ＦＣ債務 391 378  463 
 ３短期借入金 － －  500 
４一年内返済予定長期借入金 142 142  142 
５未払金 1,496 654  1,958 
６設備未払金 1,244 881  1,197 
７賞与引当金 112 118  29 
８役員賞与引当金 8 －  19 
９その他 995 855  1,270 

流動負債合計 6,481 40.4 4,015 34.0 2,465 7,948 46.1

Ⅱ 固定負債    
１長期借入金 72 214  107 
２退職給付引当金 18 16  18 
３役員退職慰労引当金 － 41  45 
４長期設備未払金 3,154 2,615  3,328 
５預り保証金 831 678  760 
６その他 131 127  109 

固定負債合計 4,208 26.2 3,694 31.4 513 4,370 25.3

負債合計 10,689 66.6 7,709 65.4 2,979 12,318 71.4
（資本の部）    
Ⅰ 資本金 － 900 7.6  － 
Ⅱ 資本剰余金 － 1,215 10.3  － 
Ⅲ 利益剰余金 － 1,970 16.7  － 
資本合計 － － 4,086 34.6 － － －

負債及び資本合計 － － 11,796 100.0 － － －
（純資産の部）    
Ⅰ 株主資本    
 １資本金 900 5.6 － －   900 5.2
 ２資本剰余金 1,215 7.6 － －  1,215 7.0
 ３利益剰余金 3,246 20.2 － －  2,829 16.4
株主資本合計 5,362 33.4 － － － 4,944 28.6

純資産合計 5,362 33.4 － － － 4,944 28.6
負債及び純資産合計 16,051 100.0 － － － 17,263 100.0

 (注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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２．（要約）第１四半期損益計算書 

（単位：百万円） 

当四半期 
(平成 19 年 12 月期 

第１四半期末) 

前四半期 
(平成 18 年 12 月期 

第１四半期末) 
増減 

（参考） 

平成 18 年 12 月期 科  目 

金  額 百分比(%) 金  額 百分比(%) 金  額 金  額 百分比(%)

Ⅰ 売上高 7,842 100.0 6,011 100.0 1,830 28,076 100.0

Ⅱ 売上原価 2,740 34.9 2,140 35.6 600 9,893 35.2

売上総利益 5,101 65.1 3,871 64.4 1,230 18,183 64.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費 4,283 54.7 3,333 55.4 949 15,953 56.9

営業利益 818 10.4 537 9.0 280 2,229 7.9

Ⅳ 営業外収益 45 0.6 37 0.6 7 185 0.7

１受取利息 5 5  22 

２受取手数料 20 15  64 

３ＦＣ解約違約金受入益 0 －  71 

４その他 19 16  27 

Ⅴ 営業外費用 34 0.4 20 0.4 13 105 0.4

１支払利息 27 18  97 

２その他 7 1  8 

経常利益 829 10.6 555 9.2 274 2,310 8.2

Ⅵ  特別利益 3 0.0 9 0.2 △6 74 0.3

 １固定資産売却益 － 0  0 

２貸倒引当金戻入益 3 9  20 

 ３撤去費用受入益 － －  53 

Ⅶ 特別損失 17 0.2 23 0.4 △5 261 0.9

 １固定資産売却損 0 0  0 

２固定資産除却損 15 20  165 

３その他 2 2  95 

税引前第１四半期（当期） 

純利益 
815 10.4 540 9.0 274 2,123 7.6

税金費用 356 4.6 256 4.3 △99 938 3.4

第１四半期（当期）純利益 458 5.8 284 4.7 174 1,184 4.2

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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３．（要約）株主資本等変動計算書 

第１四半期(自 平成 19 年１月１日 至 平成 19 年３月 31 日)      （単位：百万円） 

株主資本 

資本剰余金 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成18年12月31日残高 900 1,215 1,215

第１四半期の変動額 

 剰余金の配当 － － －

 第１四半期純利益 － － －

第１四半期の変動額合計 － － －

平成19年３月31日残高 900 1,215 1,215

 

（単位：百万円） 

株主資本 

利益剰余金 

その他利益剰余金
 

繰越利益剰余金 
利益剰余金合計

株主資本合計 
純資産合計 

平成18年12月31日残高 2,829 2,829 4,944 4,944

第１四半期の変動額  

 剰余金の配当 △41 △41 △41 △41

 第１四半期純利益 458 458 458 458

第１四半期の変動額合計 417 417 417 417

平成19年３月31日残高 3,246 3,246 5,362 5,362

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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４．（要約）第１四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

当四半期 

(平成 19 年 12 月期

第１四半期) 

前四半期 

(平成 18 年 12 月期

第１四半期) 

増減 
（参考） 

平成 18 年 12 月期 区  分 

金  額 金 額  金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前第１四半期(当期)純利益 815 540 274 2,123

減価償却費 287 176 110 962

減損損失 － － － 43

長期前払費用償却費 27 28 △1 135

賞与引当金の増減額(減少:△) 83 81 2 △7

役員賞与引当金の増減額(減少：△) △11 － △11 19

退職給付引当金の増減額(減少:△) 0 3 △3 5

役員退職慰労引当金の増減額(減少:△) △45 2 △47 5

貸倒引当金の増減額(減少:△) △3 △9 6 △39

受取利息 △5 △5 △0 △22

支払利息 27 18 8 97

固定資産除却損 15 20 △5 165

固定資産売却益 － △0 0 △0

固定資産売却損 0 0 0 0

撤去費用受入益 － － － △53

リース解約損 2  2 △0 51

売上債権の増減額 10 △8 18 △77

たな卸資産の増減額 30 47 △17 △10

ＦＣ債権の増減額 △2 9 △12 △10

仕入債務の増減額 △277 △877 599 505

ＦＣ債務の増減額 △71 △50 △21 35

未払金の増減額 △245 △475 229 378

その他 277 412 △134 884

小  計 913 △81 994 5,192

利息の受取額 5 5 0 22

撤去費用の受取額 － － － 53

利息の支払額 △26 △18 △7 △97

法人税等の支払額 △633 △569 △63 △882

その他 － △9 9 △61

営業活動によるキャッシュ・フロー 258 △673 931 4,228

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入れによる支出 △23 △24 1 △59

定期預金の払戻による収入 20 21 △1 47

固定資産の取得による支出 △556 △164 △389 △1,028

固定資産の売却による収入 0 0 0 1

固定資産の除却による支出 △3 △26 22 △32

保証金の差入による支出 △295 △275 △19 △1,063

差入保証金の返還による収入 2 0 2 112

その他 12 △12 22 △55

投資活動によるキャッシュ・フロー △842 △481 △361 △2,078
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    （単位：百万円） 

当四半期 

(平成 19 年 12 月期

第１四半期) 

前四半期 

(平成 18 年 12 月期

第１四半期) 

増減 
（参考） 

平成 18 年 12 月期 区  分 

金  額 金 額  金  額 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 － － － 500

短期借入金の返済による支出 △500 － △500 －

長期借入金の返済による支出 △35 △35 － △142

配当金の支払額 △35 △17 △18 △61

割賦債務の返済による支出 △328 △268 △59 △1,454

財務活動によるキャッシュ・フロー △900 △322 △578 △1,158

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額 △1,483 △1,476 △7 991

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 5,295 4,303 991 4,303

Ⅶ 現金及び現金同等物の第１四半期末（期

末）残高 
3,811 2,826 984 5,295

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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５．仕入及び販売の状況 

（１）仕入実績 

部門別の仕入実績は、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

 当四半期 前四半期  前事業年度 

部門別の名称 （平成 19 年 12 月期 （平成 18 年 12 月期 

 第１四半期）  第１四半期） 
平成 18 年 12 月期 

直営店部門 1,877 1,366 6,745 

食材供給部門 774 652 2,878 

ＦＣ部門 73 83 325 

合計 2,725 2,101 9,950 

(注) １ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

   ２ 金額は、仕入価格によっております。 

   ３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

（２）販売実績 

部門別の販売実績は、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

 当四半期 前四半期  前事業年度 

部門別の名称 （平成 19 年 12 月期 （平成 18 年 12 月期 

 第１四半期）  第１四半期） 
平成 18 年 12 月期 

直営店部門 6,412 4,834 22,936 

食材供給部門 957 757 3,469 

ＦＣ部門 471 419 1,670 

合計 7,842 6,011 28,076 

(注) １ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

   ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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